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主な内容

◎財政状況のお知らせ・令和元年度上半期予算執行状況・・・４～５ページ

◎スポーツコーナー・・・９ページ

◎議会だより・・・１４～２１ページ

10月 20日、第 70回茨城県消防ポンプ
操法競技大会県西地区大会が開催され、
八千代町からは川西地区の第６分団が
出場しました。（関連記事：３ページ）

消防技術の向上と士気高揚のために
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子
育
て
教
室
の
目
的
は
？　

　

子
育
て
教
室
で
学
ぶ
ペ
ア
レ
ン

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
ペ
ア
ト

レ
）
と
は
、
子
ど
も
の
対
応
に
悩

む
保
護
者
が
、
子
ど
も
の
行
動
に

合
わ
せ
た
具
体
的
な
対
応
方
法
を

学
ぶ
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

効
果
的
な
対
応
を
知
ら
ず
に
、
つ

い
怒
鳴
り
声
で
子
ど
も
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
と
、
子
育

て
の
悪
循
環
と
子
ど
も
の
自
尊
心

の
低
下
、
さ
ら
に
は
体
罰
に
繋
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
安
心
で
き
る
場
所（
安
全
基
地
）

が
無
く
な
り
、
思
春
期
に
問
題
行

動
が
起
こ
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま

す
。
地
域
の
子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
、
多
く
の
保
護
者
に
効
果

的
な
し
つ
け
の
コ
ツ
を
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
、
子
育
て
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
と
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
ペ

ア
ト
レ
で
の
学
び
は
人
間
関
係
の

基
本
と
な
り
、
大
人
の
人
間
関
係
を

良
く
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
方
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
か
？

　

言
葉
の
理
解
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
２
～
３
歳
児
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
方
が
主
な
対
象
で
す
。
つ

い
つ
い
怒
っ
て
ば
か
り
、
育
て
に

く
い
子
で
子
育
て
が
楽
し
く
な
い

な
ど
、
悩
ん
で
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ど
の
様
な
形
で
学
ん
で
い
る
の
で

す
か
？

　

教
室
で
聞
い
た
こ
と
は
、
こ
こ

だ
け
の
秘
密
に
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
お
互
い
安
心
し
て
自
身
の
体

験
を
話
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
連
れ
で
の
参
加
の
場
合
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
育
士
さ

ん
に
教
室
内
で
保
育
を
お
願
い

し
、
親
の
元
に
自
由
に
行
き
来
で

き
る
中
で
学
習
し
ま
す
。
毎
回
、

異
な
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
、

参
加
者
も
親
役
、
子
ど
も
役
に
な

り
コ
ツ
の
体
験
を
し
ま
す
。
最
初

は
少
し
恥
ず
か
し
い
気
も
し
ま
す

が
、実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
、

我
が
子
に
対
す
る
時
の
練
習
に
も

な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

　

子
ど
も
に
合
わ
せ
た
ほ
め
方
、
𠮟
り
方
を
学
ぶ

　
　「
子
育
て
教
室
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

11 月は
児童虐待防止推進月間です

11 月から保健所が変わります！

　保健所再編により 10 月 31 日をもって
常総保健所が廃止となりました。11 月か
ら八千代町は桜川市、筑西市、下妻市、

筑西保健所
業務時間：午前８時 30 分～午後５時 15 分
　　　　　（月曜日～金曜日）
住　　所：茨城県筑西市甲 114 番地
電　　話：0296-24-3911（代表）

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
保
健
係

　

℡
０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

結城市と同じ筑西保健所
の管轄になります。

〇暴言・暴力
〇不適切な養育
〇夫婦喧嘩を子どもに見せる
等々は子どもへの虐待です！
気付いた方・悩んでいる方は
ご相談を！
　福祉課子育て支援室
　（内線１４３０）
　筑西児童相談所
　℡ 0296-24-1614

問

問

健康増進課が開催してい
るペアレントトレーニン
グを学ぶ講座。
子育て支援センターを会
場に前期・後期の２コー
スを開催。
１コース月１回程度の計
５回行っています。
スタッフとして公認心理
師と町保健師、子育て支
援センター保育士が参
加。 子育て教室の様子

親が学ぶ子育て教室
子
育
て
で
大
切
な
こ
と
は

  

親
が
︑
家
庭
が
︑
子
ど
も  

    

の
安
心
で
き
る
安
全
基
地

       

に
な
る
こ
と
で
す
︒



出場した第６分団の選手の皆さん
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広告広告

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
県
西
地
区
大
会
開
催

　

10
月
20
日
、
古
河
市
中
央
運
動
公
園

を
会
場
に
、
第
70
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会
県
西
地
区
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
西
地
区
の
市
町
10

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
八
千
代
町
消
防
団

か
ら
は
、
川
西
地
区
の
第
６
分
団
（
片

平
徹
分
団
長
）
が
出
場
し
、
敢
闘
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
操
法
大
会
は
ポ
ン
プ

操
作
の
動
作
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
規
律

な
ど
を
審
査
し
、
放
水
ま
で
の
タ
イ
ム

と
正
確
さ
を
競
い
ま
す
。
こ
の
日
の
為

に
、
４
月
か
ら
訓
練
を
重
ね
、
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。　

 （
敬
称
略
）

【
指
揮
者
】　
中　
茎　
勇
太

【
１
番
員
】　
柴　
　
　
陽
平

【
２
番
員
】　
太　
田　
良
明

【
３
番
員
】　
松　
永　
憲
明

【
４
番
員
】　
飯
ケ
谷　
俊
之

【
補
助
員
】　
大
久
保　
祥
平

ＳＴＯＰ !高血圧
　　ＧＯ !！健康長寿

「血圧が高いってどういうこと？」
「薬を飲んでさえいえば大丈夫？」
血圧のこと、分かっているようでも色々な疑問が多いと思います。
高血圧は心疾患や脳血管疾患、糖尿病などに及ぼす影響が大きいと
言われています。
高血圧のことをもっと知って、高血圧とうまく付き合いましょ
う！！
血圧を下げるための “ヒント” を一緒に見つけてみませんか？

～高血圧予防教室のご案内～

日　時：12 月 12 日（木）午後１時 30 分～３時
場　所：八千代町保健センター
内　容：食事で高血圧を予防するコツをお伝えします。
　　　　試食もできます！
申し込み方法：12 月６日（金）までにお電話で申し込み
　　　　　　　※先着 20 人
受付時間：午前９時～午後５時（土、日、祝日を除く）
問い合わせ・申込先：健康増進課（保健センター内）
　　　　　　　　　　℡ 0296-48-1955

災
害
関
連
の
た

め
に
寄
付

　

10
月
18
日
、
粟
野

の
フ
セ
イ
ン
・
サ

ビ
ー
ル
さ
ん
が
役
場

を
訪
れ
、
昨
今
の
多

発
す
る
自
然
災
害

を
受
け
て
、
災
害

関
連
の
た
め
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
、

６
万
５
０
０
０
円
を

町
に
寄
付
し
ま
し

た
。

   参加者全員に
食塩１g が図れる
計量スプーンを
プレゼント！！

先着２０人！
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いずれも国が定めた基準内に収ま
り、町の財政は健全な状態であると
認められました。

健全化判断比率とは
　　財政の早期健全化や再生の必要
　　性を判断するための指標

資金不足比率とは
　　町の公営企業の資金不足をその
　　事業規模と比較して指標化した
　　もの

平成 30 年度決算総額は、
　歳入が 153 億円
　歳出が 145 億円
　　　　　　になりました。

一般会計とは
　　福祉や教育など住民に広く行わ
　　れる事業に係る会計のこと

特別会計とは
　　特定の事業を行う場合、一般会
　　計と区分して経理する会計のこと

◆特別会計の決算状況
会計区分 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 33 億   768 万円 32 億 5,159 万円
後期高齢者医療 2 億   546 万円 2 億       25 万円
介 護 保 険 17 億 9,100 万円 17 億     417 万円
中 央 土 地 区 画 1 億 7,464 万円 1 億 3,213 万円
農 業 集 落 排 水 3 億 3,408 万円 3 億 3,306 万円
下 水 道 4 億    855 万円 3 億 9,575 万円

◆水道事業会計の決算状況
区　分 収入決算額 支出決算額

収 益 的 会 計 5 億   424 万円 3 億 2,139 万円
資 本 的 会 計 0 7,765 万円

◆八千代町の健全化判断比率
八千代町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.85％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 19.85％ 30.00％
実 質 公 債 費 比 率 6.8％ 25.0  ％ 35.0  ％
将 来 負 担 比 率 63.0％ 350.0  ％      －

※ 赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と
表示しています

◆八千代町会計別資金不足比率
水道 下水道 農業集落排水 中央土地区画

資 金 不 足 比 率 － － － －
経営健全化基準 20.0％

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

健全化判断比率及び資金不足比率特別会計

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入
85億

7,718万円

町税
28 億 6,057 万円

（33.4％）

繰越金
4 億 9,870 万円

（5.8％）

繰入金 5 億 3,076 万円 （6.2％）
諸収入 2 億        8 万円（2.3％）
その他 3 億 1,661 万円（3.7％）

歳入決算額の内訳一般会計

地方交付税
17 億 883 万円

（19.9％）

     国庫支出金
7 億 9,254 万円

（9.2％）

町債 4 億 8,657 万円（5.7％）
      県支出金
5 億 7,564 万円（6.7％）

地方消費税交付金  3 億 7,995 万円 （4.4％）
地方譲与税  1 億 4,994 万円 （1.8％）
その他 7,699 万円 （0.9％）

財政状況のお知らせ 平成30年度決算状況
健全化判断比率及び資金不足比率

　令和元年町議会第３回定例会で、平成 30 年度の一般会計をはじめとする各会計の決算について審査され、決
算が認定されました。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、健全化判断比率・資金不足比率
と平成 30 年度決算状況についてお知らせします。

※本文および図表などは、千の位を四捨五入しています。

歳出
80億

8,585万円

民生費
25 億 5,688 万円

（31.6％）

総務費
13 億 4,205 万円

（16.6％）

土木費
6 億 6,838 万円

（8.3％）

衛生費
5 億 9,990 万円

（7.4％）

公債費
5 億 7,499 万円

（7.1％）

農林業費
4 億 5,567 万円

（5.6％）

教育費
11 億 8,254 万円

（14.6％）

歳出決算額の内訳
消防費 3 億 5,123 万円 （4.4％）
議会費 1 億 1,297 万円（1.4％）
その他 2 億 4,124 万円 （3.0％）
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区　分 予算額 収入済額 執行率

町 税 26 億 7,671 万円 18 億円 67.2％

地方交付税 14 億 9,166 万円 10 億 7,985 万円 72.4％

国庫支出金 8 億 8,333 万円 2 億 3,157 万円 26.2％

町 債 6 億 9,280 万円 0 0

県 支 出 金 6 億 2,022 万円 6,198 万円 10.0％

繰 入 金 5 億 3,231 万円 0 0

そ の 他 12 億 3,929 万円 8 億 8,340 万円 71.3％

合 計 81 億 3,632 万円 40 億 5,680 万円 49.9％

区　分 予算額 支出済額 執行率
民 生 費 26 億    616 万円 9 億 8,400 万円 37.8％
教 育 費 14 億 7,062 万円 9 億 9,514 万円 67.7％
総 務 費 12 億 7,387 万円 5 億 2,397 万円 41.1％
土 木 費 6 億 8,375 万円 2 億 2,332 万円 32.7％
公 債 費 5 億 7,871 万円 2 億 8,014 万円 48.4％
衛 生 費 4 億 5,959 万円 2 億 2,486 万円 48.9％
農林業費 5 億 1,335 万円 2 億 6,592 万円 51.8％
そ の 他 5 億 5,027 万円 2 億 7,296 万円 49.6％
合 計 81 億 3,632 万円 37 億 7,031 万円 46.3％

◎町有財産・基金の状況
土　地 690,195m2 （道路・河川は含まない）

建　物 68,215m2

基　金　30 億 9,231 万円

◎�町債現在高 
121 億 3,108 万円（特別会計を含む）

（内訳）
一般会計                                68 億 2,133 万円
  （内   臨時財政対策債      39 億 2,758 万円）　　　
下水道事業会計                    25 億 3,038 万円
農業集落排水事業会計        22 億 9,179 万円
中央土地区画整理事業会計  3 億 4,853 万円
水道事業会計                          1 億 3,905 万円

決算・予算執行状況に関する問い合わせ
財務課財政係　（内線 3120）

❖一般会計

（令和元年 9 月 30 日現在）
　令和元年度の上半期（平成 31 年 4 月 1 日から令和元年 9 月 30 日まで）の予算執行状況がまとまりました。
　皆さんに納めていただいた大切な税金などが、どのように使われているのかをお知らせします。

令和元年度上半期予算執行状況

歳入 歳出

会計別 予算額
歳　入 歳　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国 民 健 康 保 険 31 億 9,678 万円 11 億 7,724 万円 36.8％ 10 億 8,191 万円 33.8％
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,091 万円 7,233 万円 34.3％ 5,261 万円 24.9％
介 護 保 険 17 億 5,850 万円 9 億    120 万円 51.2％ 6 億 8,731 万円 39.1％
中 央 土 地 区 画 1 億 4,581 万円 4,932 万円 33.8％ 6,392 万円 43.8％
農 業 集 落 排 水 2 億 9,337 万円 1 億 3,799 万円 47.0％ 1 億    888 万円 37.1％
下 水 道 4 億 9,657 万円 1 億 8,363 万円 37.0％ 1 億 7,922 万円 36.1％

合　　計 61 億    194 万円 25 億 2,171 万円 41.3％ 21 億 7,385 万円 35.6％

❖特別会計

区　分 予算額 執行額 執行率

収 益 的 収 入 5 億 1,449 万円 2 億 3,349 万円 45.4％

収 益 的 支 出 4 億    362 万円 8,757 万円 21.7％

資 本 的 収 入 0 0 ー

資 本 的 支 出 5,356 万円 584 万円 10.9％

❖水道事業会計
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健康増進 問：健康増進課
　　保健係　℡ 0296-48-1955

長寿支援 問：長寿支援課
　　介護保険係（内線 1240）

　季節性インフルエンザは流行すると、年齢を問わず短期間でとても多くの人が感染します。おおむね 11月
や 12月頃から流行が始まり、翌年の１月から３月頃にピークを迎えます。
　インフルエンザは、咳、くしゃみに含まれるウィルスを吸い込んだり、ウィルスがついた手で口や鼻に触れ
ることで感染します。

問：税務課
　　資産税係　（内線 1510） 介護サービスを受けるまでの流れ

申請により認定された「要介護（支援）度」により、受けられるサービスの内容が異なります。

１．申請をします ２．要介護認定調査が行われます

３．結果の通知が届きます４．介護サービスを選びます

➡

➡

➡

申請：本人または家族。地域包括支援センター、
居宅介護事業者、介護施設に代行依頼も可能です。
準備物：①介護保険認定申請書（町ホームページか
窓口で取得可能）②介護保険被保険者証（65 歳以
上の場合）、医療保険の保険証（40 歳以上 65 歳未
満の場合）③本人または代理人の身元確認のできる
書類、および本人のマイナンバーが確認できる書類

要介護１～要介護５の認定者：「在宅サービス」ま
たは「施設サービス」が利用可能。担当のケアマ
ネジャーに相談し必要なサービスを利用。

「要支援１・要支援２の認定者」または「事業対象
者（認定は非該当で基本チェックリストで生活機
能低下が見られた方）」：介護予防・介護支援サー
ビスが利用可能。地域包括支援センターに相談。

調査の流れ：①申請者本人の自宅等へ調査員が行
き聞き取り調査②町が主治医に対し意見書の提出
を依頼（主治医意見書）③訪問調査の結果と主治
医の意見書を基にコンピュータで判断（一次判定）
④一次判定と主治医の意見書を基に、医師や福祉
関係者で構成する「介護認定審査会」にはかり要
介護度を判定（二次判定）

●通知は申請後、原則として 30 日以内に郵送（認
定結果通知と一緒に介護保険被保険者証が同封）
ただし、諸事情により審査結果が遅れる場合があ
ります。
●認定期間中に心身の状態が変化して、現在の
サービスが合わない場合は「区分変更申請」が可
能です。

インフルエンザ予防のポイント

１．インフルエンザが流行している時は人ごみを避けましょう。
２．外出時にはマスクを着用し、帰宅時にうがいと手洗いを忘
　　れずにしましょう。
３．適度な湿度を保ちましょう。
　　空気が乾燥すると、気道粘膜の防護機能が低下し、インフルエンザにか
　　 かりやすくなります。乾燥しやすい室内では、加湿器などを使って適切
　　 な湿度（50 ～ 60％）を保つことも重要です。

４．十分な休養と栄養をとりましょう。
　    体の抵抗力を高めるため、疲労や睡眠不足を避け、バランスよく栄養
　　 を摂りましょう。

５．予防の基本は、流行前のワクチン接種。
　　インフルエンザに感染した場合の重症防止に有効と言われています。

インフルエンザに対する備えとして以下のことに気をつけましょう！

♥咳エチケット♥
〇咳やくしゃみ
    をする時は、 
   ティシュなど
   で口と鼻を押
   さえましょう。

〇咳やくしゃみ
   が出る時は、
   マスクをしま
   しょう。
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税の広場
固定資産の相続について

福　祉 
ご存知ですか？高次脳機能障害 問：福祉課

　　障がい福祉係　（内線 1420）

問：税務課
　　資産税係　（内線 1510）

〇相続人関係図を作成
　（相続人および相続持ち分の確認です）
〇遺産分割協議書を作成
　（相続財産の分配方法を決めます）

次回は「年末調整」
についてお伝え
します。

一般的な固定資産相続の手続き

相続登記はお済みですか？
　相続登記をしていないと、様々な問題が発生する恐れがあります。　　　　　　　

◎不動産の相続登記をしていないと・・・
　〇相続登記を放置しておくと、権利関係が複雑になる
　〇不動産をすぐに売却できない
　〇土地の分筆等ができない　　等々

◎不動産の相続登記をしていれば！
　〇不動産の権利関係が明確になる
　〇不動産を担保に入れて住宅ローンが組める　等々

相続人を決定したら下記の必要書類を用意

〇相続人関係図
〇遺産分割協議書
〇被相続人の出生から死亡までの戸籍一式および
　住民票（除票）
〇相続の権利者全員の印鑑証明書および実印
〇相続する人の住民票・登記申請書
〇相続する不動産の評価額証明書（税務課で申請）
以上を用意して、管轄の法務局（下妻法務局）に
提出します。※登録免許税がかかります。

◎こんな時は！
　〇相続の手続きを進めていく中で、様々な事情から相
　　続人だけでは話が進められなくなることがあります。
　　そのような場合は、弁護士や司法書士などの専門家
　　への相談をお勧めします。

11 月 23・24 日開催の八千代の
秋まつりで税務課コーナーがあ
ります。ぜひお越しください !

　高次脳機能障害とは、頭を強くぶつけたり、脳卒中等の病気で脳に受けたダメージを原因とした後遺症です。
人間の脳には、呼吸や循環など「生きていくために欠かせない機能」にはじまり、知的能力、運動能力、視覚、
聴覚などの「基本的な機能」、さらに知識に基づいて行動を計画し、実行する「高度な機能」があります。

主な症状

〇新しいことが覚えられなくなる
〇気が散りやすく作業を長く続けられない
〇段取りよく仕事ができなくなる
〇ささいなことで怒ったりイライラする

【相談先】
茨城県高次脳機能障害支援センター
℡：029-887-2605

高次脳機能障害は誰にでも起こり
うる障害です。一人で悩まないで
お気軽にご相談ください。

この中の「高度な機能」を高次脳機能と呼びます。この部
分の機能障害は、日常生活や社会生活に問題が生じてしま
うにもかかわらず、周辺の人も気付きにくく、分かりづら
い障害と言われています。

高次脳機能障害は一人ひとりそ
の症状が違います。病院で治療
をするものはごくわずかで、ほ
とんどは学校や社会などで生活
する中で工夫を積み重ねながら
対応を進めていきます。よって
具体的な対応方法もそれぞれ異
なります。



　
中
央
公
民
館
で
10
月
17

日
、
茨
城
県
健
康
・
地
域

ケ
ア
推
進
課
の
江
橋
将
哉

氏
と
八
千
代
病
院
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
健
康
運
動
指

導
士
の
薮
下
典
子
氏
を
講

師
に
招
き
講
演
会
を
開
催
。

高
齢
に
な
っ
て
も
暮
ら
し

や
す
い
地
域
を
自
分
た
ち

で
創
る
利
点
を
学
ん
だ
後
、

日
常
で
で
き
る
運
動
を
実

践
し
、
高
齢
社
会
で
の
生

き
方
を
考
え
ま
し
た
。

運動をする参加者と講師の薮下氏

玉串を奉納する荒田社長

表彰を受賞した川田さん

超
高
齢
社
会
を
あ
な
た
は
ど
う
生
き
る
？

健
康
長
寿
講
演
会
を
開
催

八
千
代
工
業
団
地
で
新
築
工
事

　
　
　
国
産
機
械
株
式
会
社
が
地
鎮
祭
を
開
催

　

10
月
１
日
、
八
千
代
工

業
団
地
に
進
出
し
た
国
産

機
械
株
式
会
社
（
荒
田
秀

太
郎
取
締
役
社
長
）
が
、

八
千
代
工
場
新
築
工
事
の

地
鎮
祭
を
同
工
業
団
地
内

で
行
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
役
場
関
係
者

や
工
事
関
係
者
ら
約
20
人

が
出
席
。
玉
串
奉
奠
や
鍬

入
れ
な
ど
の
神
事
を
行

い
、
工
事
の
安
全
無
事
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
に
行
政
相
談

委
員
総
務
大
臣
表
彰
式
が

都
内
で
行
わ
れ
、
川
田
晴

夫
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
川
田
さ
ん
は
平
成
21

年
か
ら
現
在
ま
で
の
10
年

間
に
わ
た
り
、
行
政
相
談

委
員
と
し
て
活
躍
。
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
な
り
、
行
政
機
関
と
の

パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
き
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

　
　
　
行
政
相
談
委
員
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

入賞した団体の皆さん

　

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
が
９
月
27
日
に
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
19
団
体
の
応
募
の

中
か
ら
、
特
別
賞
と
優
秀

賞
を
含
め
９
団
体
が
入

賞
。
３
回
に
及
ぶ
現
地
審

査
等
の
結
果
か
ら
、
最
優

秀
賞
は
菅
谷
西
老
人
ク
ラ

ブ
が
受
賞
し
ま
し
た
。
各

団
体
の
丁
寧
な
手
入
れ
に

よ
り
、
町
に
綺
麗
な
花
壇

の
風
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

綺
麗
な
花
で
町
を
美
し
く

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
開
催

　

10
月
３
日
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
（
須
澤

哲
郎
会
長
）
主
催
で
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
交

歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
普
段
外
出
の
機
会
が

少
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
招
き
、
一
緒
に

様
々
な
活
動
や
催
し
を
通

し
て
交
流
し
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
活
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、

74
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
と
の
交
歓
会園児とふれあう参加者
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ま ち の 話 題
町公式フェイスブックでは、取材の様子や紙面掲載
以外の写真もご紹介しています。ぜひご覧ください。
みなさんの「いいね」お待ちしています。

　

９
月
10
日
、イ
オ
ン
モ
ー

ル
下
妻
で
、
八
千
代
町
と

下
妻
市
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
共
催
で
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
呼
ば
れ

る
、
指
導
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
49
人
の
参
加
者

た
ち
は
認
知
症
の
症
状
や

原
因
、
接
す
る
際
の
心
構

え
等
を
学
び
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
や
す
い
町
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催認知症について学ぶ参加者



　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 12 回関東小学生オープンダブ
ルス大会

〔と　き〕７月 14 日（日）15 日（月）
〔ところ〕野田市関宿体育館
〔主　催〕千葉県バドミントン協会、
千葉県小学生バドミントン連盟

〔主な結果〕
女子６年生以下の部
優　勝　草間結・生井穂乃果　組

■ 第 18 回 川 﨑 杯 ミ ニ バ ス ケ ッ ト
ボール大会

〔と　き〕７月 27 日（土）28 日（日）
〔ところ〕ひたちなか市総合運動公
園体育館

〔主　催〕水戸工業高校バスケット

スポーツ大会の結果 ボール部ＯＢ川﨑会
〔主な結果〕

男子の部
優　勝　八千代ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団

■ＴＳＡバドミントンランキング
サーキットジュニアコンチネンタル
ホーム杯

〔と　き〕７月 28 日（日）
〔ところ〕洞峰公園体育館
〔主　催〕認定ＮＰＯ法人つくばス
ポーツアカデミー

〔主な結果〕
優　勝　齋藤良汰郎

■第 61 回八千代町グラウンド・ゴ
ルフ定期大会

〔と　き〕８月６日（火）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕

男子の部
優　勝　弦巻巌（健友会）
準優勝　飯村進（今里）
第３位　小口利夫（若）
第４位　髙橋富男（芦ケ谷）
第５位　岩崎茂次（ＦＧＧ）
女子の部
優　勝　鈴木きみい（ＴＧＧ）
準優勝　平田ハルイ（ＴＧＧ）
第３位　矢口りん（ＴＧＧ）
第４位　佐藤久子（ＴＧＧ）
第５位　杉田幸子（健友会）　

優勝した草間・生井 組

優勝した八千代ミニバスの皆さん

優勝した平塚の皆さん

　　

　八千代町役場環境対策課所属の金
か な か

中竜児さんが、国体のボクシング
競技ライト級の部（56kg ～ 60kg）に茨城県代表として出場しました。
集大成として臨んだこの大会で、１回戦から素早い動きで相手を圧倒。
準決勝では長年のライバルである戦友に勝利し、見事第２位に輝きま
した。金中選手は「どの試合も集中して臨むことができました。決勝
戦も力を出し切ることができ、終わったなとほっとした気持ちです。
順位よりも今まで応援してくれた皆さんに恩返しの意味で何かを与え
ることができたらという気持ちでいました。多くの皆さんに声援をい
ただけてとても嬉しかったです」と試合を振り返りました。

               － 茨城国体ボクシング競技で第２位 －

ボクシング競技ライト級で
第２位となった金中さん

優勝した平塚の皆さん

　　

　茨城県代表として、下妻第二高等学校３年生の照内周平さん（伊勢
山）が国体のソフトボール競技に出場しました。キャッチャーとして
挑んだ今回の国体。初戦の新潟戦では打線が繋がり、逆転の５回コー
ルドで勝利を収めました。準々決勝の宮城戦では守備で活躍を見せる
も惜敗となりましたが、第５位入賞と健闘しました。照内選手は「優
勝はできませんでしたが、特に守備では今までで一番と言って良いほ
ど全力でプレーができ、力を出し切ることができたので悔いはありま
せん。とても沢山の方々から応援の言葉をいただき、その気持ちをプ
レーで返せるようにと頑張りました」と試合を語りました。

         　 － 茨城国体ソフトボール競技で第５位－

ソフトボール競技で
第５位となった照内さん

優勝した齋藤さん
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スポーツコーナー
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

み ん な の 広 場

宮
みや

 本
もと

修
しゅう

佑
すけ

さん（下結城小６年）

　

僕
に
は
、
四
歳
年
上
の
高
校
一
年
生
の
お
姉
ち
ゃ

ん
が
い
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
勉
強
や
部
活
で
疲

れ
て
帰
っ
て
来
て
も
、
僕
の
野
球
の
練
習
に
つ
き

合
っ
て
く
れ
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
は
中
学
校
の
時
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
の
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や

ト
ス
上
げ
が
と
て
も
上
手
で
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
く

れ
ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ
る

の
で
、
僕
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。

　

お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
ま
だ
僕
の
公
式
試
合
を
見
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
今
度
僕
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
ま
た
、
お

姉
ち
ゃ
ん
が
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
時
は
、
僕
が
力

を
貸
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

だ
い
す
き
な
お
姉
ち
ゃ
ん

　大きなお口でモ
リモリ食べます！
いつもパワー全開
で元気に遊んでい
る圭くんにみんな
も元気をもらって
います。これから
もすくすく育って
ね。

父　純さん
母　香織さん

湯
ゆ も と

本　圭
けい

ちゃん
 平成 28 年 12 月３日生まれ
 　　　　　　　　　（前田）

祐
ゆう

 理
り大  好  き  な 人

笑顔がいいね !♥

　 さん（姉）

　よく笑う元気な
子に育ってね！

父　裕哉さん
母　由美さん

青
あ お き

木　咲
えみ

ちゃん
 平成 29 年５月 12 日生まれ
 　　　　　　　　　（磯）
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女
性
消
防
団
員
に
な
ろ
う
と
し

た
き
っ
か
け
は
？

　

平
成
22
年
に
入
団
し
て
今
年
で

10
年
目
に
な
り
ま
す
。
き
っ
か
け

は
、
町
の
広
報
紙
で
の
女
性
消
防

団
員
募
集
の
記
事
を
見
た
こ
と
で

す
。
ま
た
父
の
勧
め
も
あ
っ
て
入

団
を
決
め
ま
し
た
。
昨
年
、
私
の

知
人
女
性
も
加
入
し
た
こ
と
で
、

現
在
20
代
～
40
代
の
計
８
人
で
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
は
ど
う
で
す
か
？

　

高
校
生
の
長
男
、
中
学
生
の
次

男
、
小
学
生
の
長
女
、
１
歳
半
の

次
女
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

行
事
や
習
い
事
の
送
迎
、
ま
た
今

年
か
ら
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
々
予
定

（沼森）
鈴
すずき
木  美

み ゆ き
由紀 さん 

４人の子育てをしながら、町の
女性消防団員として活躍し、柔
道も継続して行っています。

が
い
っ
ぱ
い
で
、
時
間
が
過
ぎ
る

の
が
早
い
で
す
が
、
兄
妹
の
年
齢

差
が
あ
る
分
、
下
の
子
を
見
て
く
れ

た
り
と
助
か
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

趣
味
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

　

小
学
校
２
年
生
か
ら
現
在
ま
で

29
年
間
柔
道
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
も
週
３
回
の
練
習
を
長
女
と
一

緒
に
行
い
、
た
ま
に
大
会
に
も
参

加
す
る
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
良
か
っ
た
事
や
嬉

し
い
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　

女
性
消
防
団
員
や
柔
道
な
ど
を

通
し
て
、
多
く
の
人
の
輪
が
広

が
っ
た
こ
と
は
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
今
後
も
出
来
る
だ
け
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
育
て
も
、子
ど
も
が
色
々

な
場
面
で
見
せ
る
笑
顔
を
見
る
の
が

と
て
も
嬉
し
く
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

インタビュー

町民の皆さまを
ご紹介していきます！

Ａ

令和元年

八千代の秋まつり　開催！

日　時　11 月 23 日（土）・24 日（日）

　　　　午前 10 時開始（雨天決行）

場　所　中央公民館・総合体育館　ほか

作品展　11 月 22 日（金）～ 24 日（日）

　　　　午前９時～午後４時

問い合わせ　生涯学習課生涯学習係

　　　　　　（内線３６１０）

今年は茨城県警音楽隊が
やって来ます！お楽しみに♪

～ 秋まつり　皆がひとつに　八千代の和 ～
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住
民
税
非
課
税
の
方
は
申
請
が

必
要
で
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
は
７
月
以
降
に
、
申
請
用
紙
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
要
件
を
満
た

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請

期
限
の
11
月
29
日
（
金
）
を
過
ぎ

る
と
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早

め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
申
請
し
て
、
購
入
引
換
券
を
お

持
ち
の
方
の
購
入
期
限
は
、
令
和

元
年
１
月
31
日
（
金
）
で
す
。
な

お
、
小
さ
な
乳
幼
児
の
子
育
て
世

帯
の
対
象
者
は
申
請
不
要
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
調
整
係

　
（
内
線
３
２
２
０
）

 　

祝
日
の
た
め
、
不
燃
ご
み
収
集

が
休
業
と
な
り
ま
す
。
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

休
業
日　

11
月
23
日
（
土
）

　

環
境
対
策
課
生
活
環
境
係

　
（
内
線
２
４
１
０
）

　

11
月
15
日
（
金
）
か
ら
２
月
15

日
（
土
）
ま
で
狩
猟
が
解
禁
さ
れ

ま
す
。
狩
猟
時
間
は
日
の
出
か
ら

日
没
ま
で
で
す
。
町
内
全
域
が
猟

区
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
公
園
周

辺
は
鳥
獣
保
護
区
の
た
め
狩
猟
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
街
化
区

域
（
役
場
周
辺
、
平
塚
西
山
工
業

団
地
周
辺
）
が
、
銃
に
よ
る
狩
猟

を
禁
止
す
る
区
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。狩
猟
者
は
、ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
、
安
全
を
心
が
け
て
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
※
鳥
獣
保
護
区

お知らせ版
2019. 11 . 1  No.669
発　　  行        　　　   八 千 代 町 役 場
　　　　　  TEL  0296-48-1111（代表）

I N F O R M A T I O N

 

お

知

ら

せ

八
千
代
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

等
に
お
い
て
も
、
特
別
な
許
可
に

よ
り
有
害
鳥
獣
（
カ
ラ
ス
等
）
の

捕
獲
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
１
）

　
日
時　

11
月
20
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
を
抱
え
る

15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方
、
ま
た

は
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

内
容　

就
職
対
策
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
19
日
（
火
）

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54 

‐
６
０
１
２

日
時　

12
月
７
日
（
土
）

【
セ
ミ
ナ
ー
】
正
午
～
午
後
１
時

30
分
（
受
付
午
前
11
時
30
分
～
）

【
相
談
会
】
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
２
階

イ
ー
ア
ス
ホ
ー
ル

対
象
者　

茨
城
県
で
農
業
を
始
め

た
い
方
、
ま
た
は
農
業
法
人
等
に

問TEL

問

「
サ
ポ
ス
テ
」
が
あ
な
た

の
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

第
２
回
「
新
農
業
人
フ
ェ

ア
in
い
ば
ら
き
」

問

 11 月 25 日から 12 月１日は
　　　　　　　　　　犯罪被害者週間です
　誰もが突然、事件や事故にあう可能性があります。被
害にあわれた際は、相談窓口や最寄りの警察署にご相談
ください。なお、被害にあわれた方やそのご家族が回復
するためには、周囲の方のご理解とあたたかな支援が必
要です。皆さまのご理解ご協力をお願いします。

【相談窓口】
茨城県犯罪被害者相談窓口
　029-301-7830
いばらき被害者支援センター
　029-232-2736
性犯罪被害相談「勇気の電話」
　♯ 8103 または 029-301-0278
県民安心センター総合相談
　♯ 9110 または 029-301-9110

問い合わせ　下妻警察署　℡ 0296-43-0110

 あんしん高齢社会応援ボランティア講座
　～　高齢社会をみんなで支える

　　       ボランティアにご参加ください　～

回 年月日 内　容 場　所

１ 令和元年
12月17日（火）

・オリエンテーション
・「認知症の人と家族の会」講話
・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座

役場会議室

２ 令和２年
１月７日（火）

・成年後見制度
・施設見学

役場会議室
町内介護施設

３ 令和２年
１月 14 日（火）

・認知症の方との接し方
・町の介護保険サービス 役場会議室

時　　間　午後１時 15 分～３時 40 分
定　　員　20 人程度
参 加 費 　無料
申込期限　12 月６日（金）
申込方法　電話で申し込み。詳細については、締切後に文
　　　　　 書でお送りします。

問い合わせ　地域包括支援センター　℡ 0296-30-2400

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解

禁
さ
れ
ま
す

ご
み
収
集
の
休
業
に
つ
い

て

問

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」
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●人口 22,115 人 (1,236) ●男 11,652 人 (1,035) ●女 10,463 人 (201)
●世帯数 7,687 世帯 (1,059)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 10 月１日現在

Information

　

茨
城
県
廃
棄
物
対
策
課

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
３
０
３
３

　

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す

る
に
は
、
10
月
１
日
以
降
の
取
引
に

つ
い
て
、
売
上
げ
や
仕
入
れ
等
を
税

率
（
軽
減
税
率
８
％
、
標
準
税
率

10
％
）
ご
と
に
区
分
し
て
記
帳
す
る

な
ど
の
経
理
（
区
分
経
理
）
を
行
っ

た
帳
簿
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

令
和
元
年
分
か
ら
は
、
消
費
税
確
定

申
告
書
を
作
成
す
る
に
は
、
区
分
経

理
を
行
っ
た
帳
簿
に
基
づ
き
、「
課

税
取
引
金
額
計
算
表
」
の
作
成
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
消
費
税
の

仕
入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
区
分
経
理
に
対
応
し
た
帳

簿
や
受
け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
の
書

類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

下
館
税
務
署

就
職
希
望
の
方

内
容　

就
職
、
専
門
学
校
、
Ｊ
Ａ
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
就
農
の

相
談
や
情
報
提
供

申
込
方
法　

セ
ミ
ナ
ー
の
み
要
予
約

※
先
着
30
人
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
）

　
（
公
社
）
茨
城
県
農
林
振
興
公
社

　

０
２
９
‐
３
５
０
‐
８
６
８
６

　

０
２
９
‐
２
３
９
‐
７
０
９
７

　
「
一
時
的
に
資
材
置
場
と
し
て
貸

し
て
ほ
し
い
」「
良
い
土
で
土
地
を

埋
め
立
て
て
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
上

手
い
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
、
安
易
に

同
意
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
廃
棄
物

を
不
法
投
棄
さ
れ
た
り
、
無
許
可
で

建
設
残
土
を
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
す

る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
責
任
や
処
理
費
用
の
負
担
は
、

行
為
者
だ
け
で
な
く
、
土
地
所
有
者

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不
法
投

棄
、
野
焼
き
、
不
正
な
残
土
埋
め
立

て
を
発
見
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
専

用
ダ
イ
ヤ
ル「
不
法
投
棄
１
１
０
番
」

ま
で
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

　

不
法
投
棄
１
１
０
番

　

０
１
２
０
‐
５
３
６
‐
３
８
０

　

０
２
９
６
‐
24
‐
２
１
２
１

日
時　

11
月
23
日
（
土
）
～
12
月

８
日
（
日
）

【
午
前
の
部
】
午
前
11
時
～
正
午

【
午
後
の
部
】
午
後
２
時
～
３
時

主
な
展
示
物
〈
手
で
感
じ
る
〉
動

物
の
毛
皮
や
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
、

恐
竜
の
化
石
な
ど
に
触
っ
て
み
よ

う
〈
耳
で
感
じ
る
〉
動
物
の
声
当

て
ク
イ
ズ
で
鳴
き
声
を
聞
い
て
み

よ
う
〈
鼻
で
感
じ
る
〉
植
物
の
匂

い
を
嗅
い
で
み
よ
う
〈
磯
の
生
き

物
に
さ
わ
っ
て
み
よ
う
〉
海
の
生

き
物
タ
ッ
チ
ン
グ

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県

自
然
博
物
館

　

０
２
９
７
‐
38
‐
２
０
０
０

11 月の納税等
  固定資産税（４期）
  国民健康保険税（５期）
  後期高齢者医療保険料（５期）

 納期は 12 月２日（月）です
　　   税務課（内線 1530）
　　   国保年金課 ( 内線 1310）
　　　　　　 　   （内線 1330）

TEL

問

問

問

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

募集項目　陸上自衛隊高等工科学校生徒（推薦）・（一般）
試 験 日 　【推薦】令和２年１月５日（日）または６日（月）
　　　　　の指定する１日
　　　　　【一般】令和２年１月 18 日（土）
試験会場　【推薦】陸上自衛隊高等工科学校
　　　　　　　　　（神奈川県横須賀市）
　　　　　【一般】受付時または受験票交付時にお知らせ
応募資格　【推薦】令和２年４月１日現在、15 歳以上 17
　　　　　歳未満の者で、中学校長または中等教育学
　　　　　校長が責任を持って推薦できる者
　　　　　【一般】令和２年４月１日現在、15 歳以上 17
　　　　　歳未満の者
受付期限　【推薦】令和元年 11 月 29 日（金）
　　　　　【一般】令和２年１月 6 日（月）

※自衛官候補生の受付は、年間を通じて行っています。
問い合わせ　自衛隊茨城地方協力本部筑西地域事務所
　　　　　　℡ 0296-22-7239

オレンジカフェやちよ
認知症の相談もできます。
○ 11 月 20 日（水）
　　　　「短編映像で観る認知症」
○ 12 月７日（土）
　　　　「昔遊びをやってみよう」
時　間：午後１時 30 分～３時
場　所：図書館会議室
参加費：100 円
　   地域包括支援センター
　   （内線１２２０）

元気いばらき就職面接会を開催します
　茨城県では、学生を除く若年層や離職された
方などで求職中の方を対象とした合同就職面接
会を開催します。複数の企業の担当者に会える
チャンスです。履歴書を複数枚持参のうえ、ぜ
ひご参加ください。

日　時　12 月５日（木）午後１時 30 分～ 3 時 30 分
　　　　受付午後１時～
場　所　茨城県筑西合同庁舎本庁舎大会議室
対象者　学生を除く若年者や離職者等で求職
　　　　中の方
参加事業所数　約 20 社

問い合わせ    いばらき就職支援センター
　　　　　    県西地区センター   ℡ 0296-23-3811

問

注
意
！
あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す

問

TEL

消
費
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
方
へ

問FAX

TEL

催

し

物

触
れ
る
展
示
ハ
ー
ト
フ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

問TEL

TEL
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◇
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

　

新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
の
譲
与
を
受
け
る
基

金
を
新
た
に
設
置
し
、
森
林
の
間

伐
、
林
業
に
関
す
る
人
材
育
成
や

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促

進
や
普
及
啓
発
等
の
森
林
整
備
と

そ
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
活
用

す
る
財
源
を
確
保
し
、
管
理
を
行

う
も
の
で
す
。

◇
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
域
再
生
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
町
内
に
工
場
等
を
新
設
ま
た

は
増
設
し
た
事
業
者
に
対
し
、
雇

用
人
員
が
増
加
さ
れ
た
場
合
に
固

定
資
産
税
等
の
特
例
措
置
を
講
じ

る
も
の
で
す
。

議会だより

◇
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め

の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
の
提

出　
　

　

教
職
員
の
定
数
改
善
に
よ
り
少

人
数
学
級
の
推
進
す
る
こ
と
と
、

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
の
た
め
、
義
務
教
育
に
関
す

る
予
算
措
置
の
継
続
を
要
望
す
る

も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

◇
平
成
30
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
添
付
し
、
健

全
化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も

の
で
す
。

９月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７５

平成 30 年度歳入歳出決算・水道事業決算を認定

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

管
理
及
び
職
員
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

９
月
か
ら
本
稼
働
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
設
置
場
所
を
改
め
る
も

の
で
す
。

◇
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正　
　

水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
が
更

新
制
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
給
水
装
置
事
業
者
の
指
定
手

数
料
の
改
定
と
、
新
た
に
更
新
手

数
料
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
（
第
２
号
）　　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５

３
６
６
万
５
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
81
億
３
６
３
１
万
５

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
謝
礼
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
費
負
担
金
を
含
む
総
務

管
理
費
１
億
１
１
０
５
万
６
０
０

０
円
。
多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事

業
費
補
助
金
、
子
育
て
の
た
め
の

施
設
等
利
用
給
付
費
を
含
む
児
童

●　

議
員
提
出
議
案

　令和元年第３回定例会は、９月４日から 13 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案１件のほか、町執行部から平成 30 年度決算をはじめ、令和元年度一般会計
補正予算など 15 議案が提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は、９月 11 日と 12 日に行われ、７人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより

福
祉
費
１
８
８
６
万
２
０
０
０

円
。
道
路
舗
装
維
持
補
修
作
業
委

託
料
、
町
道
排
水
整
備
・
広
域
農

道
補
修
・
幹
線
道
路
補
修
・
町
道

舗
装
等
の
工
事
請
負
費
を
含
む
道

路
橋
り
ょ
う
費
８
５
７
６
万
９
０

０
０
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

１
号
）　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６

２
２
３
万
１
０
０
０
円
増
額
し
、

予
算
総
額
を
31
億
９
６
７
７
万
８

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
保
険
給

付
費
、
市
町
村
国
保
事
業
費
納
付

金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●　

補
正
予
算

●　

条　

例

●　

報　

告
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◇
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
９
３
７

万
４
０
０
０
円
増
額
し
、
予
算
総

額
を
17
億
５
３
９
８
万
８
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
保
険
給

付
費
、
国
・
県
へ
の
介
護
給
費
負

担
金
等
に
超
過
額
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
る
償
還
金
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
１

号
）　

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
５
５
２

万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
４
億

９
６
５
７
万
２
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
鬼
怒
小

貝
流
域
下
水
道
事
業
建
設
負
担
金

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
同

意　
　

現
教
育
長
の
赤
松
治
さ
ん(

川

尻)

が
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
再
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意　

　

現
委
員
の
関
口
英
夫
さ
ん(

大

里)

が
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
再
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

◇
監
査
委
員
の
選
任
同
意　

　

監
査
委
員
に
斉
藤
実
さ
ん(

水

口)

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願　
　

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び

を
実
現
す
る
た
め
、
教
職
員
定
数

改
善
と
国
の
義
務
教
育
に
関
す
る

予
算
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見

書
を
国
の
関
係
機
関
に
対
し
提
出

す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

【
提
出
代
表
者
】

　
　

茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　

杉
山　

繁
さ
ん

　
　
　
　

（
審
議
結
果
：
採
択
）

●　

人　

事

●　

請
願
審
議
結
果

第３回定例会における議案等の審議結果

審　議　内　容

議席 1 2 3 4 5 7 8 9 10 11 12 13 14
議
長

審
議
結
果

増
田　

光
利

（ 

欠 

員 

）

大
里　

岳
史

廣
瀬　

賢
一

大
久
保
弘
子

中
山　

勝
三

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

（ 

欠 

員 

）

小
島　

由
久

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

湯
本　
　

直

上
野　

政
男

八千代町水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 ○〇〇×〇〇〇〇〇○○－

平成 30 年度八千代町歳入歳出決算の認定について 認定 〇〇〇×〇〇〇〇〇〇○－

〇・・・賛成　　×・・・反対

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
６

つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
関

係
常
任
委
員
会
に
付
託
し
審
議
し

た
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
認

定
し
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分　
　

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
１
億
７
７　

９
５
万
６
２
７
７
円
を
全
額
建
設

改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
る
も
の

で
す
。

●　

そ
の
他

●　

決
算
認
定

※  今定例会で審議された議案等のうち、意見が分かれた案件のみを上記の一覧表に掲載しています。なお、記載の

ない議案等については、全会一致（全員が賛成）で可決（承認、認定、同意）をしています。審議の詳しい内容は、

議会のホームページの会議録（11 月下旬頃掲載予定）をご覧ください。
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６
月
に
県
議
会
議
員
か
ら
山
川

に
架
か
る
新
天
神
橋
に
東
日
本
大

震
災
の
影
響
と
見
ら
れ
る
亀
裂
が

発
見
さ
れ
、
改
修
工
事
が
必
要
に

な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
震
災
後
数
年
が
経
過
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
影
響
に

よ
り
改
修
の
必
要
が
あ
る
橋
り
ょ

う
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
町
内
の
橋
り
ょ
う
の
点

検
を
急
い
で
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
橋
り
ょ
う
の
管

理
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

町
で
は
橋
り
ょ

う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
点
検
の
対
象
と
な
る

橋
り
ょ
う
は
１
４
８
橋
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
度
ま
で
に
点
検
を
済
ま

せ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
二
巡
目

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
７
名
が
登
壇

の
点
検
に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
点

検
の
結
果
、
機
能
に
支
障
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
レ
ベ
ル
３
以
上

の
診
断
を
受
け
た
橋
り
ょ
う
に
つ

い
て
は
修
繕
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
橋
り
ょ
う
の
健
全
度
は
レ
ベ

ル
１
か
ら
レ
ベ
ル
４
ま
で
の
４
段

階
で
、
昨
年
度
ま
で
に
行
っ
た
点

検
結
果
で
は
レ
ベ
ル
１
が
26
橋
、

レ
ベ
ル
２
が
１
１
５
橋
、
レ
ベ
ル

３
が
７
橋
で
あ
り
、
レ
ベ
ル
４
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

文
部
科
学
省
の
資
料
に
よ
る

と
、
公
立
学
校
に
お
け
る
外
国
籍

児
童
生
徒
数
は
７
万
人
で
推
移

し
、
ま
た
、
日
本
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
義
務
教
育
年
齢
の
外
国

人
の
う
ち
１
万
６
０
０
０
人
以

上
が
学
校
に
行
っ
て
い
る
か
確

認
で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
八
千
代
町
に
は
不
就
学
の
外

国
人
児
童
生
徒
は
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
町
立
小
中
学
校
に

在
籍
す
る
外
国
人
児
童
生
徒
の
う

ち
、
日
本
語
の
理
解
が
不
十
分
で

学
校
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
困

難
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

教
育
長　

八
千
代
町
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
義
務
教
育
年
齢
の
外

国
人
は
28
名
い
ま
す
。
外
国
籍
の

児
童
生
徒
に
就
学
の
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
現
在
６
名
が
不
就
学

外
国
人
児
童
生
徒
に
当
た
り
ま

す
。
町
立
小
中
学
校
に
通
う
外
国

籍
の
児
童
生
徒
は
22
名
い
ま
す

が
、
各
校
の
調
査
に
よ
る
と
日
本

語
の
理
解
状
況
は
「
理
解
で
き
る
」

36
％
、
「
ま
あ
ま
あ
理
解
で
き
る
」

41
％
、
「
あ
ま
り
理
解
で
き
な
い
」

18
％
、
「
理
解
で
き
な
い
」
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
結
城
小
学

校
で
は
日
本
語
指
導
教
室
を
設
置

し
、
生
活
で
使
用
す
る
日
本
語
を

中
心
と
し
た
授
業
を
行
う
な
ど
、

専
門
的
に
日
本
語
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
学
校
で
も

担
任
や
特
別
支
援
学
級
の
教
員
、

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
担
当
の
教

員
が
授
業
以
外
に
登
下
校
、
給
食
、

休
み
時
間
な
ど
で
も
個
別
に
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
問
題
に

つ
い
て

区
長
、
関
係
地
権
者
か
ら
町
へ
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
道

路
線
形
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
は
休
止
の
状
態
が

続
い
て
お
り
、
地
元
住
民
か
ら
は

早
期
の
道
路
整
備
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
路
線
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

一
級
町
道
８
号

線
は
町
の
広
域
交
通
網
の
整
備
路

線
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
近
隣

市
へ
の
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
確
保
を
目
的
と
さ
れ
る

路
線
で
す
。
第
１
期
工
事
区
間
と

し
て
若
地
内
の
県
道
結
城
坂
東
線

と
の
交
差
点
か
ら
東
蕗
田
地
内
の

県
道
つ
く
ば
古
河
線
と
の
交
差
点

ま
で
が
平
成
26
年
度
に
開
通
と
な

り
ま
し
た
。
第
２
期
工
事
区
間
は

県
道
つ
く
ば
古
河
線
と
の
交
差
点

か
ら
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
の
南
側
交

差
点
ま
で
の
区
間
と
な
り
ま
す

が
、
２
つ
の
区
間
に
分
割
し
道
路

整
備
を
す
る
計
画
で
す
。
昨
年
度

は
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
第
１

工
区
の
境
界
確
認
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
測
量
の
結
果
を

橋
り
ょ
う
の
整
備
・
点
検
に
つ
い
て

　

一
級
町
道
８
号
線
は
道
路
幅
が

狭
い
部
分
が
あ
り
、
栗
山
地
内
で

は
自
動
車
の
す
れ
違
い
が
で
き
な

い
区
間
が
あ
り
ま
す
。
地
元
住
民

か
ら
は
一
日
も
早
く
工
事
に
着
手

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
す
。

　

一
級
町
道
14
号
線
は
平
成
15
年

度
に
栗
山
行
政
区
長
、
尾
崎
行
政 大久保 武 議員

一
級
町
道
８
号
線
・
14
号
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

増田 光利 議員

新天神橋（若）
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踏
ま
え
た
地
図
の
訂
正
作
業
と
昨

年
度
の
続
き
と
な
る
第
１
工
区
の

境
界
確
認
作
業
を
行
う
予
定
で

す
。
今
後
の
計
画
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
国
の
補
助
の
採
択
を
受
け

用
地
測
量
業
務
を
行
い
、
令
和
３

年
度
に
は
用
地
測
量
業
務
と
不
動

産
鑑
定
評
価
業
務
を
行
い
、
補
償

額
の
算
定
業
務
を
行
う
予
定
で

す
。
そ
の
後
、
令
和
５
年
度
か
ら

工
事
に
着
手
し
令
和
12
年
度
に
工

事
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
級
町
道
14
号
線
は
安
静
地
区

東
西
の
連
絡
道
と
し
て
重
要
な
路

線
で
す
。
平
成
16
年
度
に
計
画
説

明
会
、
測
量
、
道
路
線
形
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
畑

地
帯
総
合
整
備
事
業
栗
山
地
区
が

立
案
さ
れ
ま
し
た
の
で
一
体
的
に

道
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
計
画
し

ま
し
た
が
、
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
が
計
画
中
止
と
な
り
道
路
整
備

も
休
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
平

成
27
年
度
に
栗
山
行
政
区
と
関
係

地
権
者
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
再
開
と
な
り
、

平
成
28
年
度
に
県
道
結
城
坂
東
線

と
の
交
差
点
付
近
の
路
線
測
量
を

行
い
、
平
成
29
年
度
に
道
路
詳
細

設
計
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
30
年

度
に
は
県
道
結
城
坂
東
線
と
の
交

差
点
協
議
を
警
察
と
行
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
予
算
が
見
送
ら
れ

　

防
犯
対
策
と
し
て
、
防
犯
灯
と

防
犯
カ
メ
ラ
は
連
携
し
て
使
用
し

た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
安
心
、
安
全
で
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
町
内
の

防
犯
対
策
は
必
要
で
す
。
防
犯
灯

の
設
置
は
町
長
の
公
約
で
も
あ

り
、
町
内
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
設

置
さ
れ
て
い
る
蛍
光
灯
の
防
犯
灯

も
全
て
交
換
を
す
る
予
定
な
の

か
、
新
規
も
含
め
て
何
台
取
り
付

け
る
の
か
、
防
犯
灯
の
電
気
料
金

は
町
が
負
担
す
る
の
か
を
質
問
を

し
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
で
は
リ
ー

ス
契
約
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯

を
取
り
付
け
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
町
で
も
リ
ー
ス
を
利
用
す

る
予
定
な
の
か
、
そ
の
場
合
の
予

算
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
を
伺
い

ま
す
。

　

犯
罪
を
未
然
に
予
防
す
る
有
効

な
手
段
の
一
つ
と
し
て
防
犯
カ
メ

ラ
が
あ
り
ま
す
。
町
で
も
公
共
施

設
や
主
要
道
路
近
辺
に
設
置
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
場
所
で
は
町
の
防

犯
対
策
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
取
り
付
け
台
数
が

全
然
足
り
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す

の
で
、
町
内
全
体
の
こ
と
を
考

え
、
各
行
政
区
も
対
象
に
し
て
台

数
を
増
や
し
、
ま
た
、
設
置
台
数

を
増
や
す
方
策
と
し
て
、
個
人
な

ど
が
行
う
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対

す
る
補
助
制
度
を
新
た
に
創
設
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

総
務
部
長　

現
在
、
町
内
に
あ
る

防
犯
灯
は
行
政
区
、
町
、
教
育
委

員
会
な
ど
管
理
が
さ
ま
ざ
ま
で
、

設
置
台
数
も
正
確
に
把
握
で
き
て

い
な
い
状
態
で
す
。
町
内
全
域
の

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
未
設
置
の
場
所
に
増
設

を
行
う
一
方
で
、
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
町
が
一
括
し
て
管
理

を
行
い
、
電
気
料
金
も
町
で
負
担

を
す
る
こ
と
に
移
行
す
る
予
定
で

す
。
今
後
は
、
令
和
２
年
度
以
降

に
予
算
を
確
保
し
た
う
え
で
防
犯

灯
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

契
約
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
現

在
検
討
中
で
す
が
、
既
存
の
防
犯

灯
の
設
置
状
況
の
調
査
や
機
器
の

交
換
、
新
設
、
修
繕
、
維
持
管
理

を
一
括
し
て
発
注
す
る
も
の
と

し
、
物
品
に
つ
い
て
は
10
年
間
の

リ
ー
ス
契
約
を
考
え
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
リ
ー
ス
方

式
で
行
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

工
事
な
ど
の
初
期
費
用
を
軽
減
で

き
る
こ
と
、
防
犯
灯
の
電
気
料
金

を
約
半
分
に
削
減
で
き
る
こ
と
、

修
繕
や
維
持
管
理
の
費
用
が
い
ら

な
く
な
る
こ
と
、
台
帳
管
理
に
よ

り
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

町
内
全
域
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
と
同
時
に
設
置
台
数
を
増
設

す
る
こ
と
で
、
夜
間
で
も
町
全
体

を
明
る
く
し
、
環
境
問
題
や
省
エ

ネ
に
も
配
慮
し
つ
つ
犯
罪
や
事
件

の
抑
止
効
果
を
高
め
、
安
全
、
安

心
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
予

算
を
確
保
し
、
設
置
拡
充
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

町　

長　

既
存
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
と
増
設
を
行
う
こ
と
で
町
を

明
る
く
し
、
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
拡
充
を
通
じ
て
住
民
の

町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

ま
し
た
。
一
級
町
道
14
号
線
は
一

級
町
道
８
号
線
が
起
点
と
な
る
た

め
、
８
号
線
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

町　

長　

一
級
町
道
８
号
線
は

八
千
代
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

の
た
め
、
安
定
し
た
物
流
経
路
を

確
立
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
企

業
が
進
出
す
る
重
要
な
選
択
要
件

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
路
線
で

す
。
２
路
線
と
も
日
常
的
な
利
便

性
の
向
上
の
ほ
か
、
人
・
物
の
流

れ
が
円
滑
と
な
り
町
の
経
済
活
動

や
広
域
的
連
携
の
活
性
化
、
企
業

誘
致
推
進
に
必
要
不
可
欠
な
道
路

で
す
。
予
算
を
確
保
し
た
う
え
で

早
期
の
開
通
に
努
め
ま
す
。

一級町道８号線の道路幅が狭くなる部分
（東蕗田）

宮本 直志 議員
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目
、
地
域
の
目
を
光
ら
せ
、
犯
罪

の
抑
止
や
地
域
に
お
け
る
防
犯
意

識
を
向
上
さ
せ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
地
域
力
を
さ
ら
に
発

揮
し
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
議

員
が
提
案
す
る
よ
う
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
な
ど
の
防
犯
性
が
高
い
設
備

の
費
用
を
対
象
と
し
た
補
助
制
度

に
つ
い
て
も
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
多
く
の
自
治
体
が
保
護
者

の
負
担
軽
減
の
た
め
独
自
の
財
源

に
よ
り
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
保
育
料
の
軽
減
の
た
め
に
町

独
自
で
行
っ
て
き
た
助
成
の
財
源

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
、
そ
れ
を

活
用
し
て
10
月
か
ら
主
食
以
外
の

給
食
費
用
で
あ
る
副
食
材
料
費
の

減
免
の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
副
食
材
料
費
の
減
免
に
は

い
く
ら
必
要
に
な
る
の
か
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
無
償
だ
っ
た

低
所
得
非
課
税
世
帯
な
ど
は
今

後
、
新
た
に
給
食
費
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
長
の
公
約

で
も
あ
る
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
給
食
費
を
含
め
た
保
育

料
の
無
償
化
を
求
め
ま
す
が
、
見

保
育
料
の
無
償
化

に
つ
い
て

大久保 弘子 議員

あ
る
安
心
、
安
全
で
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
町
民
の

生
活
を
守
る
た
め
の
予
算
の
増
額

執
行
を
望
み
ま
す
。
見
解
を
お
伺

い
し
ま
す
。

町　

長　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
は
警
察
等
の
関
係
機
関
や

地
域
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
犯
罪

や
事
故
の
多
発
地
域
、
交
通
量
の

多
い
主
要
道
路
や
交
差
点
を
中
心

に
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
や

警
察
か
ら
の
情
報
を
基
に
集
落
内

で
の
危
険
箇
所
や
小
中
学
生
の
通

学
路
な
ど
、
よ
り
有
効
な
設
置
場

所
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
行
政
区
等
へ

の
補
助
金
制
度
の
創
設
な
ど
も
含

め
、
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

風
水
害
や
地
震
、
竜
巻
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
発
災
直

後
で
は
茨
城
西
南
広
域
消
防
や
町

消
防
団
だ
け
で
は
人
員
や
時
間
的

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
区

長
、
副
区
長
な
ど
の
行
政
区
の
役

員
や
民
生
委
員
だ
け
で
は
救
助
や

避
難
誘
導
な
ど
の
対
応
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
各
行
政
区
内
に
は
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
体
が
不
自

由
な
人
、
寝
た
き
り
の
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
が
お
り
、
地
元
の
住

民
に
よ
る
素
早
い
救
助
活
動
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
行
政
区
内
の
若

者
や
自
衛
消
防
団
、
消
防
等
の
経

験
者
な
ど
に
よ
る
行
政
区
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
自
衛
消
防
団
な
ど
は

そ
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す

が
、
行
政
区
に
よ
り
活
動
は
ば
ら

ば
ら
で
、
組
織
の
維
持
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
災
害
は
多
種
多
様
で

あ
り
、
地
域
を
よ
く
知
る
住
民
の

共
助
の
精
神
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
身
を
守
る
の

は
自
分
自
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
常
に
災
害

と
隣
り
合
わ
せ
で
暮
ら
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
や
自
衛
消
防
団
、
自

警
団
等
の
整
備
が
早
急
に
な
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

災
害
発
生
時
は
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
、
地

域
で
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う

「
共
助
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
と
い
う
自
覚
と
強
い
連
帯
感

を
持
っ
て
自
主
的
に
活
動
す
る
自

主
防
災
組
織
等
が
あ
れ
ば
、
日
頃

か
ら
の
予
防
活
動
や
災
害
発
生
時

の
復
旧
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
自
主

防
災
組
織
を
継
続
的
に
活
動
し
て

い
く
た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
必
要
で
あ
り
、
町
で
は
防
災
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る

た
め
の
防
災
士
の
資
格
取
得
に
対

し
て
講
習
費
用
等
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
や
行
政
区
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
中
で
も
防
災
活
動
を
推
進

し
一
人
で
も
多
く
防
災
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
防
災
に
対
す
る

取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
地

域
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
結

び
付
け
る
と
と
も
に
、
育
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

安心して暮らせる環境づくりを

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

生
活
環
境
の
整
備
を

生井 和巳 議員

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
て
し
ま
っ
た
場
合
で
の
事
後
検

証
の
み
な
ら
ず
、
映
像
を
記
録
し

て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
で
犯
罪
の
防
止
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
町
民
の
願
い
で
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の
活
用
状
況
が
県
平
均
57
・
５
％

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
八
千
代
町

で
は
32
・
３
％
と
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
改
善
策
と
し
て
、
農
産

物
巨
大
産
地
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
、
単
価
を
抑
え
な

が
ら
よ
り
多
く
の
食
材
の
提
供
を

各
社
に
対
し
て
お
願
い
し
て
い
く

考
え
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

納
税
組
合
維
持
管
理
補
助
金
に

代
わ
る
行
政
区
へ
の
補
助
金
を

・ 

浄
水
場
南
側
の
街
区
公
園
の
整

備
に
つ
い
て

解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

国
で
は
少
子
化

対
策
と
し
て
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま

で
の
全
て
の
子
ど
も
と
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
保
育
料

の
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。
保
育

料
の
助
成
を
町
独
自
で
行
う
た
め

の
今
年
度
の
予
算
は
半
年
分
で
約

２
６
８
８
万
円
に
な
り
ま
す
。
10

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
は
国
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の

分
は
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
国
負
担
は
今
年
度
の
み
の
措

置
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
現
在
未
定
で
す
が
、
市

町
村
に
も
相
応
の
負
担
が
あ
る
見

込
み
で
す
。
ま
た
、
副
食
材
料
費

の
減
免
を
す
る
た
め
に
は
年
額
約

３
０
０
０
万
円
の
予
算
が
か
か
る

見
込
み
で
す
。
国
で
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
食
材
料
費
に
つ
い
て
実
費

徴
収
を
す
る
方
針
で
す
が
、
年
収

３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯
と
第
３

子
以
降
に
つ
い
て
は
全
て
免
除
す

る
こ
と
で
、
食
材
料
費
の
免
除
対

象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
制
度
で
は
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
保
育
料

が
無
償
化
に
な
り
ま
す
が
、
住
民

税
課
税
世
帯
で
は
こ
れ
ま
で
通
り

保
育
料
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
対
策
と
し
て
、
県
で
は
こ
れ
ま

で
年
収
６
４
０
万
円
未
満
の
世
帯

を
対
象
と
し
て
い
た
０
歳
か
ら
２

歳
ま
で
の
第
３
子
以
降
の
保
育
料

の
無
償
化
を
、
10
月
か
ら
所
得
制

限
を
撤
廃
し
て
対
象
者
の
拡
大
を

行
い
ま
す
。

町　

長　

保
育
料
や
園
の
給
食
費

等
を
継
続
し
て
町
が
助
成
を
行
う

た
め
に
は
、
安
定
し
た
財
源
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
財
源

の
確
保
が
見
込
め
た
段
階
で
検
討

し
、
徐
々
に
助
成
額
を
増
額
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
食
材
に
町
の
地
場

産
物
が
ど
の
く
ら
い
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
、
地
場
産
物
の
拡
充
は

考
え
て
い
る
の
か
を
お
聞
き
し
ま

す
。

教
育
次
長　

給
食
食
材
に
は
現

在
、
米
、
み
そ
、
豆
腐
、
メ
ロ
ン
、

白
菜
、キ
ャ
ベ
ツ
、ね
ぎ
、
玉
ね
ぎ
、

ほ
う
れ
ん
草
、
に
ん
じ
ん
、
な
す
、

か
ぶ
、
き
ゅ
う
り
等
に
八
千
代
町

産
の
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昨
年
行
わ
れ
た
調

査
で
は
学
校
給
食
へ
の
地
場
産
物

を
当
時
、
立
候
補
予
定
者
で
あ
っ

た
町
長
に
電
話
で
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
町
長
か
ら
自
分
が
警
察
へ
届

け
る
か
ら
と
話
を
受
け
、
翌
日
に

２
名
の
警
察
官
が
来
て
話
が
進
ん

で
い
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ

の
話
を
受
け
て
の
町
長
の
見
解
を

も
う
一
度
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

私
の
記
憶
で
は
警
察
へ

の
連
絡
を
一
切
し
て
い
な
い
と
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
元
候
補
者
も
ま
だ
控
訴
を
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
の
公
判
で
も
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
か

ら
の
そ
れ
以
外
の
答
弁
は
差
し
控

え
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
も
今
の
答
弁
で

も
町
長
は
警
察
へ
連
絡
を
し
て
い

な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
証
人

は
町
長
か
ら
警
察
へ
連
絡
を
し
た

と
言
っ
て
い
ま
す
。
町
長
の
答
弁

が
事
実
と
異
な
る
場
合
に
は
町
長

を
辞
職
し
ま
す
か
。

町　

長　

そ
う
い
っ
た
事
実
は
な

い
の
で
、
辞
職
す
る
必
要
は
な
い

と
私
は
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
公
職
選
挙
法
違
反
な
ど

が
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町

水
戸
地
方
裁
判
所
で
判
決
公
判
が

開
か
れ
、
元
候
補
者
に
対
し
て
罰

金
と
公
民
権
停
止
の
判
決
が
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
定
例
会
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、
私
は
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
町
長
が
町
民
か
ら

の
相
談
を
受
け
自
ら
警
察
に
連
絡

を
し
た
の
か
質
問
を
し
た
と
こ

ろ
、
町
長
は
警
察
へ
の
連
絡
を
し

て
い
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。
こ

の
答
弁
に
訂
正
す
る
こ
と
は
な
い

か
伺
い
ま
す
。

町　

長　

町
長
選
挙
で
は
多
く
の

支
持
と
支
援
を
い
た
だ
き
、
初
当

選
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

選
挙
か
ら
７
カ
月
半
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
町
政
を
担
う
こ
と
へ
の

責
任
を
感
じ
な
が
ら
町
政
運
営
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
答
弁

し
た
内
容
に
つ
い
て
は
訂
正
を
す

る
こ
と
は
な
く
、
そ
う
い
う
こ
と

は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
十
数
回
に
わ
た
り
水
戸
地

方
裁
判
所
に
出
向
き
、
公
判
を
傍

聴
し
て
き
ま
し
た
。
公
判
で
は
、

今
回
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
ま

で
の
過
程
の
中
で
十
数
人
の
証
人

に
よ
る
証
言
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
町
長
の
同
級
生
が
い
ま
し
た
。

そ
の
方
の
証
言
で
は
、
配
ら
れ
た

梅
干
し
を
ど
う
対
処
す
る
べ
き
か

先
の
町
長
選
挙

に
つ
い
て

大久保 敏夫 議員

　

１
月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
に

お
い
て
梅
干
し
を
配
っ
た
と
し
て

公
職
選
挙
法
違
反
に
よ
り
元
候
補

者
が
起
訴
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
、
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Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
は
２
０
１
５
年
９
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、
国

連
加
盟
１
９
３
カ
国
が
２
０
１
６

年
か
ら
２
０
３
０
年
の
15
年
間
で

達
成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
国
際
目

標
で
す
。
17
の
目
標
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
地

球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ

な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。
地

方
自
治
体
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
の
克

服
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創

生
と
好
循
環
の
確
立
で
あ
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は
町
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
や
町

総
合
計
画
の
骨
格
と
一
致
し
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
認
識

を
伺
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
町
で
は
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
第

一
の
目
的
は
定
住
人
口
を
い
か
に

確
保
す
る
か
と
い
う
人
口
減
少
対

策
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
。
人
口
が
減
少
す
れ
ば
活
力
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
、
大
変
問
題
で

す
。
そ
こ
で
国
は
地
方
創
生
を
実

現
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
に
創

生
総
合
戦
略
を
立
て
る
よ
う
推
進

を
し
て
き
ま
し
た
。
町
の
人
口
の

動
態
と
、
近
年
で
は
外
国
人
の
住

民
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
国
別
の
外
国
人
登
録
者
数
を
お

伺
い
し
ま
す
。

　

創
生
総
合
戦
略
は
今
年
度
で
一

旦
、
計
画
期
間
を
終
え
ま
す
が
、

総
合
戦
略
を
改
定
す
る
こ
と
を
見

据
え
、
先
日
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
状
況

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
発

展
途
上
国
の
み
な
ら
ず
、
先
進
国

の
政
府
、
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

自
治
体
、
個
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る

人
々
が
関
連
す
る
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は
町

が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
と
共
通
す

る
部
分
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

中山 勝三 議員

す
。
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
基
本
方
針
２
０
１
９
」
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
て
第
２

期
の
地
方
創
生
を
進
め
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
改
定
で

は
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

創
生
総
合
戦
略
改
定
の
た
め
の

住
民
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

住
民
の
町
に
対
す
る
思
い
や
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
幅
広
く
把
握
す
る
た
め
に
、

16
歳
以
上
を
対
象
と
し
３
０
０
０

人
を
無
作
為
で
抽
出
し
て
行
っ
た

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
町
内
の
小
学

５
、
６
年
生
と
中
学
生
全
生
徒
を

対
象
と
し
た
小
中
学
生
ア
ン
ケ
ー

ト
、
町
内
の
こ
ど
も
園
や
保
育
園
、

幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
３
種
類
を
実
施
し
ま
し
た
。
現

在
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
回
収
が

済
み
ま
し
た
の
で
、
集
計
等
の
ま

と
め
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
精
査
、

分
析
を
行
い
、
総
合
戦
略
や
総
合

計
画
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

総
務
部
長　

今
年
８
月
１
日
現
在

の
町
の
人
口
は
２
万
２
０
９
２

人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
は
１
２
０

９
人
で
す
。
国
別
に
見
ま
す
と
主

な
も
の
は
中
国
が
３
５
１
人
、
ベ

ト
ナ
ム
が
２
１
７
人
、
ラ
オ
ス
が

１
１
４
人
、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
１
１

２
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
95
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

公
約
を
実
現
す
る
た
め

の
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
働
き
た
い
ま
ち
」
、
「
子
ど

も
を
育
て
た
い
ま
ち
」
、
「
い
つ
ま

で
も
暮
ら
し
た
い
ま
ち
」
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
は
関
連
す
る
も
の
も
あ

り
、
今
後
の
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
改
定
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
い
状
況
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
11
月
に

は
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
あ

り
ま
す
。
現
職
の
議
員
も
そ
の
他

の
立
候
補
予
定
者
も
、
今
回
の
選

挙
は
ク
リ
ー
ン
に
行
わ
れ
、
再
度

報
道
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な

選
挙
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
町
の
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

立候補者も有権者もクリーンな選挙を

誰一人取り残さないことをモットーに
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と
な
る
よ
う
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
な
ど
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
生
か
し
、
町
民
の
信
頼
に
応
え
る
議
会
の
在
り
方
や
よ

り
良
い
議
会
運
営
を
進
め
る
う
え
で
、
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

喜
多
方
市
議
会
で
は
、
議
員
８
名
に
よ
る
議
会
広
報
編
集
委
員
会
を
設

置
し
、
市
の
広
報
紙
と
は
別
に
議
会
だ
よ
り
を
発
行
・
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
よ
り
多
く
の
市
民
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
広
報
紙
」
を
目
指
し
て
、

表
紙
に
は
市
民
の
写
真
を
大
き
く
掲
載
す
る
、
市
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
そ
の
内
容
を
掲
載
す
る
、
広
報
紙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
な
ど
、
親
し
み
や
す
く
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
広
報
紙
づ
く
り
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
本
会
議
の
録
画
放
送
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活

研修の様子

福島県喜多方市議会議場にて

◇　

研　

修　

視　

察　

報　

告　

◇

　

去
る
７
月
30
日
に
福
島
県
喜
多
方
市
議
会
に
お
い
て
、
議
会
運
営
委

員
会
と
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
合
同
研
修
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。

○
議
会
運
営
委
員
会

　

喜
多
方
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
当
局
に
対
す

る
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
政
策
提
言
は
、
市
民
生
活
の
向
上
、

市
勢
の
進
展
と
自
治
の
発
展
を
目
的
と
し
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
委
員
の
任
期
で
あ
る
２
年
間
を
か
け
て
調
査
研
究

を
行
い
、
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
し
て
、
議
会
会
議
シ
ス
テ
ム
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
平
成

30
年
９
月
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
員
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
貸
与
さ
れ
、
会
議
で
の
紙
資
料
の
削
減
は
も
と
よ
り
、
会
議
時

以
外
で
も
情
報
の
伝
達
や

行
政
視
察
等
で
の
活
用
、

さ
ら
に
は
災
害
時
の
情
報

の
収
集
、
共
有
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
市
民
と

の
意
見
交
換
会
を
毎
年
開

催
し
、
行
政
や
議
会
へ
の

要
望
を
広
く
聴
き
取
り
を

行
い
、
市
当
局
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
た
り
、
定
例

議
会
の
終
了
時
に
は
速
や

か
に
評
価
と
反
省
を
行

い
、
よ
り
良
い
議
会
運
営

用
し
、
活
動
状
況
の
報
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
は
、
私
た
ち
の
視

察
受
け
入
れ
の
様
子
も
早
速

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
生
か
し
、

当
町
の
議
会
だ
よ
り
編
集
に

つ
い
て
も
、
紙
面
づ
く
り
に

工
夫
を
凝
ら
す
と
と
も
に
、

さ
ら
に
多
様
な
方
法
で
議
会

の
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
、
議
会
の
傍

聴
や
施
設
見
学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
各
種
団
体
や
学

校
の
社
会
科
見
学
な
ど
に
お

取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
12
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
12

月
上
旬
に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

八千代第一中学校１年生の皆さんが
議場の見学に来てくれました

議
会
を

　

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡ 

48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問



広報やちよ№ 721　2019.11 月号　　　22

編
集

発
行

：
八

千
代

町
秘

書
公

室
秘

書
課

　
〒

300-3592
茨

城
県

結
城

郡
八

千
代

町
大

字
菅

谷
1170

番
地

☎
0296-48-1111（

代
）　

FAX0296-48-0161
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.tow
n.ibaraki-yachiyo.lg.jp

ボクシング成年男子ライト級
金中  竜児 選手（八千代町役場）

ソフトボール少年男子
照内  周平 選手（下妻第二高等学校）

総合開会式でラジオ体操を披露した
髙橋唯愛さん（左後）、水書優芽さん、坂入汐さん、伊藤
剛比呂さん、宮本素直さん、草間美優さん（左前）、伊東
舞桜さん、鴨目修司さん、中山羅夢さん、久我美咲さん

　45 年ぶりに茨城県で行われた、第 74 回国民体育大会が 10 月８日
に閉会しました。八千代町からは２人の選手が正式種目に出場。ボク
シング成人男子ライト級に出場した金中竜児選手は第２位。ソフト
ボール少年男子に出場した照内周平選手は第５位とそれぞれ大健闘し
ました。最終結果も茨城県が天皇杯（男女総合優勝）と皇后杯（女子
総合優勝）を獲得し 11 日間の熱戦が幕を閉じました。
　また、競技の他にも９月 28 日に行われた総合開会式では、炬火ラ
ンナーとして小口紗和さんが、堂々とした走りで八千代町の火を運び
ました。さらに、ラジオ体操を発案した遠山喜一郎氏が茨城県出身と
いうことで、県内 44 市町村の小学生たちが開会アトラクションとして、
ラジオ体操を行いました。八千代町からは、町内５つの小学校から２
人ずつ計 10 人の児童が来場者の前で体操を披露し、大会に花を添え
ました。（関連記事：９ページ）

炬火ランナーの
小口紗和さん

（西豊田小学校）
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